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QC検定 １級

相関分析・単回帰分析



本日の内容
１、相関係数の算出

2、相関関係があるかどうかの無相関の
検定をt検定により行う

３、回帰式を推定する



①相関係数の算出

r=
S(x,y)

x y

24.4 46.4

20.3 42.4

25.5 44.0

22.2 42.5

26.6 47.4

23.9 45.8

21.5 43.0

25.7 46.7

24.2 45.0

24.4 45.3

カーボン含有率x(%)

引張強さｙ（Ｎ／㎟）

S(x,x) S(y,y)

S(x,y) =

S(x,x) = 

S(y,y) = 

Σxi -(Σxi) /n

Σyi -(Σyi) /n

Σxiyi -

2 2

2 2

xｙ偏差平方和

x偏差平方和

y偏差平方和

与えられる値

Σx,  Σy,  Σx

Σy , Σxy

2

2

(Σxi)(Σyi)
n



②相関関係があるかどうかの無相関の検定

をt検定により行う

to=
| r |   n-2

要因x 品質特性y

24.4 46.4

20.3 42.4

25.5 44.0

22.2 42.5

26.6 47.4

23.9 45.8

21.5 43.0

25.7 46.7

24.2 45.0

以下省略 以下省略

カーボン含有率x(%)

引張強さｙ（Ｎ／㎟） n=34

1-r

帰無仮説H0:p=0

2検定統計量

= 7.051

対立仮説H1:p=0
有意水準0.01とすると ｔ表2.7969
高度に有意で、相関関係にある

rは①で算出済

検定統計量を求め、

t表より判断する



t表



③ｘを説明変数とし、ｙを目的変数として

回帰式を推定する

回帰式 y = b + ax

要因x 品質特性y

24.4 46.4

20.3 42.4

25.5 44.0

22.2 42.5

26.6 47.4

23.9 45.8

21.5 43.0

25.7 46.7

24.2 45.0

24.4 45.3

カーボン含有率x(%)

引張強さｙ（Ｎ／㎟）

a = 
S(x,y) 
S(x,x) 

(x – x) 

回帰係数 , b = y – ax で推定できる

回帰式 y = y + 
S(x,y) 
S(x,x) 

回帰式 y = 45.13 + 0.588 (x – 24.03)

与えられる値

Σx,  Σy,  Σxy

①の答え


